
変

体

の

漢

文

ーl

「

者
」

(
テ

イ
レ

パ
)

変体漢文の一周字法

東
鑑
に
「
者」
字
を
句
頭
に
つ
け
て
「
テ
イ
レ
パ」
と
訓
み 、
接
続
詞
の

よ
ろ
に
用
い
る
左
の
よ
う
な
例
が
多
く
見
出
さ
れ
る 。
(
ぺ・
翻
山山
仰刷
伽
師

会

も
の(
例
一ブ
と「
若」
字
単
独の
用
法(
例一一〕J

の
も
の
と
各一
例
ず
つ
を
次
に
カ
〉
げ
る
」

キ
ノ
LF

，
b

ハ
hv

au
ゼ
シ
グ
マ
aw

av
am
ハ
ザ
hv

ハ
例
一U
ハ
治
承
四
年
七
月〉
五
日 、
乙
卯 、
天
時 、
風
静
昨l
日
遺二
御

'

an

，F
晶v
v'
'ay
J9av

モv
hy，
バ
ヲ
ガタ
エン
ヲ

47y

え

JJZ

書一
被レ
召=
走l
湯l
山
住l
侶
文l
湯l
房
覚l
淵引
今
日
参一
寸
向
北l
条
御ー

テ
4
=

ヲ
ν
テ
ダ
ン
シ

ア
フ
セ

タ
タ
y
a'
'
'

av
，
-一

吋
ハ
タ

ν

テ
ザ
シ
ハ
ザ
ム
ヨ
ト

テ
4
z

亭円
武
衛
被三
談一
寸
仰

件
竜l
象一
一向
云 、
Eロ
有
ν
挿-一
心l
底-
而
法l

F
'

LY
ュ

，
a吋
テ

ァ
''

s
'
'

JR
キ
J
ア
ラ
ハ
ス

タ
ン
ヲ

シ

ト
毛

筆l
経
之
読l
請 、
終一
二
千
部
之
功一
後 、
宣
レ
顕二
英
中
丹-
之l
由 、
叫嘩

リ
ト

エ

コ
ト

ス
ヂ
=

af
'
J

am
ト
ン
ド

シ

・'
ペ
テ
ヲ
ヨ
ポ
シ

エ

テ
テ
ン

F
タ

レ
有ニ
兼l
日
索
願一
線叶l
己
火1
急
之
問 、
殆
簸三
延
及ニ
後l
日引
の
転l
読

ヲ

=

ス

ケ
イ

ピ
キ
ク
セ
ン
ト

テ
イ.
レ

バ
匁
タ

=
h'
an

h，

4
ヲ
ト

宅

分
八!
百l
部 、
故
帰帆レ
啓-
寸
白
仏l
陀引
如
何 、
者
覚l
淵
申
云 、錐

え
LF

Z
タ

ユ
ラ
ぃv
y
J
ケ
イ
ピ
マ
タ
セ

ズ

'

uv
A
タ
ミ
ヤ
ay
リ
ヨ
Z

テ
〆

ν
バ

チ
タ
ム
ケ

ノ
ハ
ムT
ヲ

レ
不レ
満一
二
千
部司
被一一
啓l
白一
条 、
不レ
可ν
背一一
冥
慮→
者l
則
供一一
呑l
花

三

島7
4
ピ
守
タ
ぇ

，，
シ
，q

LY
ユ
ヲ

於
仏1
前引
啓一一
白
其
旨!
趣-
ハ
寛
永
本・
巻
一・
七
ウ
l
八
オ)

-H
マ

守
，，
ミ

ク
リ
a'
aT
q

ミ
ン
ト
，
ノ

ペ
キ

ハ
守
タ
47
BY
AY
9
λ

'

ト
モ
チ
ガ
ガ

(
例
二)
下
蒲l
屋
御l
厨
住l
民
等l
所 、
可三
早
停l
止-一
史
大l
夫
知i
毅

奉l
行一
事

争

テ
、

-一-

z

シ
ヤ
タ

ペ
キ
J

タ
ル

ム
ホ

右
至一一
子
東l
国-
者、
諸
国
一i
向 、
庄i
公
皆可レ
為ご
御1
沙l汰一
之l
皆 、

宅
ン
my
a，

，F
イ

キ
ヤ
歩
ムT
"'

テ
，ir

レ
バ

ゾ
ン
持V

J

ム
ネ
ヲ

ペ
キ

ア
ン

F
え

毛
''
少
リ

親
王
室
旨
状 、
明
鏡l
也 、
者
住
民
等 、
存ニ
其
宮司
可二
安1
堵一
者
也 、

用

{子

法

を

巡
っ

て

主
月

木

孝

品川
所レ
仰
故
以1
下

治
承
四l
年
八1
月
十
九
日

(
問 、
巻
一、
十
四
ウ)

右
の
文
中
の
者
字
は一
見
奇
異
な
昨閉
じ
の
す
る
文
字
で
あ
る
が 、
古
来
官
符

文
や
記
録
体
の
文
に
慣
用
さ
れ 、
東
鑑
で
は
特
殊
な
訓
法
の一
つ
で 、
次
の

如
く

契
沖
以
下
諸
家
に
注
意
さ
れ
辞
書
に
も
登
載
さ
れ
て
い
る 。

(
1〕〔
製
品作
『
和
字
正
藍
抄」
戸
四)】
〔
元
厳
八
年
H
S印
刊)

『
君。
テ
へ
リ。
何
々
と
ヤ
へ
り
と
い
ふ
詞
な
り。
登
以
切
知
な
る
故
に
テ
へ
リ
と
い
ふベ
苦
を

チ
と
テ
と
二
四
相
通
じ
て
か
〈
は
い
ふ
な
り。
万
葉
に
は、
衣
ほ
す
て
ふ
な
ど
い
ふ
テ
7
を
チ
7

と
も
よ
の
り
テ
7
b
何
々
と
い
ふ
と
い
ふ
詞
な
p。
准
らへ
て
知
るベ
し。
此
テ
へ
リ
は、
勾
の

下
につ
き
て、
勾
絶
の
跨
な
る
や、
今
は
次
の
勾
の
初
に
あ
げ
て、
テ
ヘ
レ
パ
と
よ
む
事
お
ぼ
つ

か
な
し」

(
2〕門
員
原
益
軒
「
点
例」
戸
上〕
(
元
蔵
十
七
年
口
宏
刊〕

「
君、
カ
ク
ノ
勅
創
の
魯-一
テ
て
い
れ
ば
ト
ヨ
ム
処
多
γ、
ソ
レ
モ
上
勾ユ
付
タ
ル
字
十
リ、
本

邦
ノ
古
敢闘一一
ハ
て
い
れ
ば
ヲ
上
勾
に
ツ
ケ
テ
カ
ケ
リ、
近
代
ノ
和
舎ニ
下
ノ
勾
ノ
頭=
ヲ
キ
テ
若

レ
パ
如
件
ナ
F
カ
ケ
リ、
ア
ヤ
マ
リ
十
リ、
意
字
ア
用ル
法
ヲ
γ-Y
ザ
ル
也」

(
3)円
多
困
惑
俊
「
南
領
遺
稿」U
(
宝
暦
七
年
ミ
ミ
刊)

「
和
女
の
中
若
の
字
を
置
て、
テエ
レ
パ
と
よ
ま
ず
事
有、
此
事
し
か
と
知
れ
ず、
仲間
ず
る
に
問

英
宗
実
録
に、
北
狭
そ
む
〈
時
に
問
英
宗
討
手
に
む
か
は
れ
し
に、
北
秋つ
よ
く
し
て、
英
宗
を

織
に
す、
時
に
北
日制
の
長
士
卒
に
問
ム、
英
宗
は
中
議
の
天
子
也、
一
旦
と
り
こ
に
す
と
い
へ
E

シ
マ
シ
ヤ

も
故
ち
帰
すベ
し
と
い
ふ
時
に、
士
卒
み
な一
一同
に
若
者
と
答
ふ
と
有、
差
唐
音
に
て
は
チ
エ
イ
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シカル
ヨ
トバ

ヨ
トバ

Z
と
い
ふ
こ
と
也、
叉
然
の
言
と
も
設
す、
叉
肥
後
阿
蘇
言
に
そ
ふ
し
っ
ち
五
ヤ、
こ
う
し
っ
ち

テイνバ

主
い
と
い
へ
り、
し
か
れ
ば
若
執
達
如レ
件
な
ど
と
あ
る
は、
然
れ
ば
執
達
如レ
件
と
い
う
事
に
て

チ
エ
レ
ハ
と
い
ふ
詞
也」

(
4J門
伊
藤
寅
涯
「
受
燭
部}U
(
笠
暦
十
三
年
口
8
刊)

「
古
来
官
様
ノ
女
将=
若
ノ
字ヲ
用
テ
抽出
額
ノ
辞
ト
UJ
テ
テ
イ
レ
パ
ト
訓ス、
ソ
ノユ
へ
ヲ
ジル
、

そ
ノ
ナ
ジ、
小
銭
ノ
中=
蛮
夷
ノ
国=
発
語=
必
宕
ト
云
ト
イヘ
リ
ト、
コ
レ
マ
タ
町出
トス
ル-一

タ
フ
ス、
予
自由
宗
以
来
ノ
究
集
ヲ
考
閲ス
ル
=、
表
状
態
ノ
内
多
h'
コ
ノ
例
ア
リ
テ
別=
一
一揖
ア

ル
ニ
非ス、
兵
マ
マ
者
ヲ
モ
ノ
ト
ヨ
ム
意-一
テ
若
也
ノ
若
ナ
リ、
自主
ナ
ド
ノ
中ュ、
上-一
治
義一­

盟
国-
ト
ア
リ
テ
ソ
ノ
次=
許
多
聖
旨
ノ
文
句
ア
リ
テ
サ
テ
来二
若
ノ
字
ア
リ、
此ハ
聖
旨
何
々

ト
云
モ
ノ
ヲ
薮ル
トヨ
ム
コ
ト
ナ
リ、
サ
テソ
ノ
次=
面
々
ノ
所
存
ヲ
隙
ス
ル
十
リ、
日
本-一
テ

毛
ソ
ノ
様
ヲ
棋
ジ
テ
公
文
ノ
中
若
ノ
字
ア
リ、
此
毛
ヨ
ミ
ヤ
ウハ
同
キ
コ
ト
ナ
リ、
タ
トへ
ハ

右
勅
何
々
卜
云
モ
ノ
ヲ
毅ル
仇

||如レ
件
ト
陸
笠
公
奏
詣
十
ト
ノ
中=
モ
コ
レ
ア
リ、
V
カ
レ

トモ
日
本エ
テ
コ
レ
ヲ
テ
イ
レ
ハ
トヨ
ム
ワ
ケ
ハ
会
得
セ
ス
云
」々

F
5)門
大
奥
「
女
誤
解」〕
戸
一明
和
九
年
ロ叶N
刊)

ヨ
ト

一
今
月
日、
宰
院
以=
幽
州
所レ
進
路
禾
図
各一
般-、
一市=
百
僚
二串
伏
以一E
LH
F
柳
女
賀
嘉
禾

表)
右
今
日
守
謙
奉=
宜
聖
旨一
以=
臣
初
入
古
院
特
賂ν
椴
若
云
々
(
白
氏
副聞
賜
被
安}
ヨ
レ
コ

ノ
女
体ノ
套
法
ナ
リ」

(
6)円
本
属
笠
畏一.
宝
勝
悶」
(
四)〕
(
寛
政
八
年
稿
ロ唱団
)

シシ匁

「
も
乃
/\
の
文
符
に、
-Z
LR
若
云
LH
と
い
へ
る
こ
と
多
し、
此
ノ
若
字
tT
中
ご
乃
よ
り、
下
の

諮
の
か
し
ら
につ
け
て、
て
へ
れ
ば
云
々
と
よ
み
な
らへ
る
は
ひ
が
ご
と
也、
こ
は
上
の
詩
につ

雪
て
云
々
てへ
り
と
よ
む
こ
と
也、
てへ
り
は、
と
hyへ
り
と
い
ふ
こ
と
な
り」

(
7
X
谷
川
士
清
「
和
訓
字、」〕
(
安
永
六
年
ロ
ミ
l
問
治
十
六
年
H
83

J

J

 

「
若
字
を
よ
め
り、
と
いへ
り
の
葱
也、
と
い
反
ち
に
し
て
二
四
相
通
L、
て
の
音
と
な
る
は
ち
ふ

を
て
ふ
と
い
ふ
が
こ
と
し
勾
絶
の
静
也
O
てへ
れ
は
或
は
て
れ
ば
と
よ
み
て
下
を
起
す
の
跨
と
す

J

 

る
も
女
字
は
b
と
よ
り
上
勾
に
属
せ
り
詔
舎
に
多
〈
用
ゐ
来
れ
る
を
発
詩
の
詞
の
ご
と
心
得
て
下

，

 

仁
属
す
る
は
誤
な
り
O一
説
に
皐
問
通
紀
の
注
に
若
胡
誇
然
辞
とみ
ゆ
(
中
略)
O
和
名
抄
に
郷

名
仁
志
度
を
ヤ
っ
と
〉
よ
め
り
今
の
氏
姓
に
も
芯
せ
り
俗
仁
と
い
ふ
は
と
h1・hへ
き
を
と
い
っ
ぱ

と
h1へ
り
そ
の
惑
な
るへ
し」

布
施
秀
治
氏
は
「
古
文
書
記
録
に
見
え
た
る
語
辞
の
一
般
考
案」
(
下)

「
閥
幹一
〕ハ
俳

誌Y一
宮岡
崎

工)
に
お
い
て
特
殊
の
接
続
詞
と
し
て

立色
を
と

り
あ
げ 、
前
掲
(
1

0川
寸)(

3)(
4)(
5)(
6

U
の
他
遠
碧
軒
記
訂

の」
(
猷
刷

梢r
特
A
錦一
蹴)
に
「
岩
執
達
如レ
件 、
下
に
字
な
く

者
と
ま
り
な
れ
ば
こ
と
と

よ
む
が
よ
し」
を
引
い
て
概
要
左
の
如
く
述
べ
ら
れ
た。

(一
)
テ
へ
レ
パ
は
ずへ
り
と
し
て
終
止
の
場
合
に
も
用い
る 。
契
沖・
宣

長・
益
軒
の
説
の
如
く
終
止
の
用
法
の
方
が
者
字
の
原
義
か
ら
見
て
古
〈

正
し
い 。

つ一)
「
者」
字
を
テ
へ
レ
パ 、
テ
イ
レ
パ
と
読
む
に
つ
い
て
は
よ
る
べ
き

古
人
の
説が
乏
し
い 。
た
だ
「
粟
燭
認」
の
説
は
信
ずべ
き
も
の
の
よ
う

で
あ
る 。
「
逮
碧
軒
記」
「
文
語
解」
の
説
乙
れ
に
近
〈 、
「
者」
は・コ
ト

の
義
で
文
法
上
普
通
「
所」
の
字
と
と
も
に
関
係
代
名
詞
の
中
に
編
入
さ

れ
て
い
る 。

(
三)
「テ
へ
リ」
と
終
止
的
に
用
い
る
場
合
に
つ
い
て
奈
良
以
後
の
詔
勅

イハタ
テへ
，

奏
書
及
び
官
符
文
等
に
は
称
と
者
と
上
下
相
呼
応
さ
せ
た
も
の
が
頗
る
多

い 。
と
れ
ら
の
場
合
も
漢
文
と
し
て
考
え
れ
ば
「
O
O
ト
ノ
者ヲ
称
7」

と
の
意
味
に
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。
後
世
そ
の
原
義
を
忘
れ 、
上
文
に

と
れ
を
対
応
す
る
語
を
'欠
い
て 、
単
に
「
考」
字
だ
け
を
用
い
る
に
至
っ

た
と
と
が 、
次
第
に
何
頭
の
テ
へ
レ
パ
に
移
行
す
る
端
緒
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る 。

右
の
諸
点
に
つ
き
見
解
を
具
に
す
る
点
も
あ
る
の
で
以
下
に
卑
見
を
述
べ
て

見
た
い
と
思
う 。
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布
施
秀
治
氏
は
「
者」
字
の
原
義
は
「コ
ト」

の
義
で
一
種
の
関
係
代
名

詞
で
あ
り 、

古
用
法
で
は
「
テ
ヘ
リ」
と
訓
み
切
る
が
正
し
く 、

且
つ
詔
勅

奏
雲 、
官
符
文
等
に
は
「
称;::
者」
と
呼
応
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
点
を
指
摘
さ
れ
た 。
そ
し
て 、
そ
の
古
用
法
の
例
と
し
て
古
事
記
序
文
中

に
見
え
る
左
の
「
」
の
部
分
を
引
き

(
例=一)
於
鷲
情一一
旧
辞
之
誤
作一
一止ニ
先
紀
之
謬
錯→
以=
和
銅
四
年
九
月
十



変体漢文のー用字法

O

AThyム

八
日引
詔二
巨
安
万
侶→
「
撰ニ
録
稗
田
阿
礼
所ν
鶏
之
勅
語
旧
辞引
以
献
上

テヘ
リ

忠明 。
謹
随ニ
詔
旨引
子
細
採
披」
(
古
訓
本、
序一ニ
オ
l
ウ)

，，，句ν，、

右
の
「
者」
字
を「
者
l

謹」
と
下
に
つ
けて
訓
む
を
正
し
と
す
る
「
海
録」

(
山
霊
高著 、
号好間堂 、
文〕

の
説
を
退
け 、
「
テ
ヘ
リ」と
読
み
切
る
「
記
伝」

f久三
年
お包
没 、
年六
七
」

の
説
を
回定
と
さ
れ
た 。
こ
の
点
に
関
し
て
は
筆
者
も
同
見
で
あ
る 。
(
道
巣

本
と
伊
勢
本
に
は
「
者」
字
と
「
謹」
字
と
の
問
に
読
点
が
あ
り 、
「
者」

字
を
勾
絶
の
辞
と
し
て
認
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る)
し
か
し
こ
れ
に
関
連
し

て
注
意
す
べ
き
は 、
古
事
記
本
文
中
に
も
こ
の
序
中
の
「
者」
字
色
全
く

等

し
い
用
例
が
た
だ一
箇
所
存
ず
る
こ
と
で
あ
る 。
し
か
も
そ
れ
が
古
訓
本
で

は
看
字
と
なっ
て
い
る 。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
自
分
は
そ
の
誤
り
を

論
証
し
た 。

(開納
長
笠吋 、一
附
時期敵

襲
畔

語翠虹護主一
たは)

該
紀
要
は
謄
写
版
仮
綴
の一
小
冊
子
で
諸
彦
の
自
に
触
れ
ず ‘
既
に
散
侠
を

危
ぶ
ま
れ
る
の
で 、
本
稿
の
論回日
展
開
の
必
要
上 、
そ
の
骨
子
の
み
を
抄
録

す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る 。

(一
)
問
題
の
箇
所

。

ハ
例
四)
爾
天
照
大
御
神
高
木
神
之
命
以 、
語
大
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍

穂
耳
命 、
今
平
詑
葦
原
中
国
之
白
故
随
言
依
賜
降
坐
而
知
着 。
(
繭
英
太

子・:
:)

ハ
古
訓
本、
上
巻
五
十
七
ウ
|

五
十
八
オ)

(
二)
管
見

的

諸
本
を
見
る
と
渡
会
延
佳
の
「
竃
頭
古
事
記」
を
境
と
し
て
「
者」
字

が
「一
者」
字
と
改
め
ら
れ 、
記
伝
も
こ
れ
に
従ヮ
た
た
め 、
以
後
の
刊
本
は

真
福
寺
本
を
複
刻
し
た
も
の
以
外
は
殆
ど
す
べ
て「
看」
字
と
な
っ

て
い
る 。

し
か
し

寛
永
板
本
と
そ
れ
以
上
の
管
見
に
スっ
た
古
写
本
類
は
すべ
て「
者」

字
で
あ
り 、

以
下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
こ
の
部
分
に
関
す
る
畑山
り

「
者」

字
に
復
す
る
の
が
断
じ
て
正
し

い
と
考
え
ら
れ
る 。

本永
板

本橋
一一 一一一一 一一一一写

看バ | 本延 本道
? 佳 果

14 本古 ト 本伊者γ看計 百11 4 9 勢
本本国 ト -伊看2 者1中 リ 本勢

り

看12所考皇
与J 本究典 活

当三
担 者モ 家前

集典 ' 本国

堂至 字 者与 本 山
本文 ど 田

看メ 本大国 者宅 本兼
セ 系史 J 永 本本

看d 本会古
セ 警奥

右
表
は
概
ね
年
代
順
に
代
表
的
な
諸
本
の
異
同
を
問
題
の
箇
所
の
「
者」

字
の
み
に
つ
い
て
摘
記
し
た 。
但
し 、

猪
熊
本
前
田
本
山
岡
本
の
順
位
不
明

で
あ
ら 。
(
組一
銭醐一一昨
郎防一MV狩)
延
佳
は
寛
永
板
本
を
底
本
と
し
た
と
恩

わ
れ
る
が 、
底
本
の
「
者」
字
を
「
看」
字
に
改
め
た
箇
所
が
問
題
の
部
分

を
も
含
め
て
七
ケ
所
あ
り

「文己
字
を
「
看」
字
に
改
め
た
所一
ケ
所 、
底

本
に
な
き
「
看」
字
を
補ヮ
た
所
二
ケ
所
に
上
り 、
そ
の
部
分
に
何
等
の
注

記
も
見
ら
れ
な
い 。

記
伝
に
は
そ
れ
ら
の
ろ
ち一
部
に
は
注
記
が
あ
る
が
問
題
の
箇
所
に
つ
い

て
は
無
批
判
に
延
佳
を
踏
襲
し
た
と
見
ら
れ
る 。
田
中
頼
謄
は
本
文
を
「
降

坐
市
和
知
看」
と
改
め 、
「
而
可
之
可 、
諸
本
元 、
及
知
下
看
字
靴レ
者 、
今

(
従)

可
H肌ニ
伴
校
本
延
本
古
訓
本
こ
と
注
記
し
た 。
的
古
典
全
集
本 、
例
歪
文
堂

本 、
付
国
史
大
系

味
は
真
福
寺
本
を
底
本
と
し
て
具
の
あ
る
所
に
注
記
し
て

い
る
が 、
ω
は
知
者
〔
看〕
と
し
て
「
看」
字
の
誤
り
と
し 、

M刊
は
頭
注に

93 



「
知
者
の
者 、
延・
古
に
は
看
と
あ
り
と

標
記
し

左
傍
に
A
印
が
つ
け
て
な

い
の
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
付
は
「
原
作
者
今
従ニ

延
本
記
伝一
と
あっ
て
「
看」
字
に
改
め
て
い
る。
国
民
古
典
全
警
本

品輸一一 一

削)
は
古
訓
本
を
底
本
と
し
た
が
問
題
の
箇
所
に
は
何
等
の
注
記
な
く 、

且「シ

ロ
シ
メ
セ」
と
読
み
切
っ

て
下
に
「ト
ノ
リ
タ
マ
モ
キ」
(
記
伝)
の
補
読
部

を
削っ
て
い
る
こ
と
古
典
会
集
本・
国
史
大
系
本
の
如
く
で
あ
る 。

例

前
掲
誌
本
の
う
ち 、
伊
勢
本(
松
井
本) 、
伊
勢一
本
(
御
座
本)
に
附

さ
れ
た
訓
は
注
目
すべ
き
で
あ
る 。
前
者
は
初
め
「
ト
ゾ」
と
読
み 、
後
に

「ト
イヘ
リ」
と
訓
み
直
し
た
形
跡
が
あ
り 、
こ
れ
が
後
者
に
な
る
と
明
瞭

に
「ト
イヘ
リ
と
な
る 。
土
井
忠
生
博
士
一は
「
古
事
記
の
所
生
神」

(い闘頬

山内十
…錯
誤科三)
に
於
て
こ
の
点
に
触
れ
ら
れ 、
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た 。

付
古
訓
本
に
表
わ
れ
る
十
六
ケ
所
の
「
看」
字
に
つ
き 、
諸
本
の
異
同
と

延
佳・
宣
長
の
校
訂
態
度
を
厳
密
に
検
討
し
た
結
果 、
他
の
十
五
ケ
所
に
つ

い
て
は
古
訓
本
に
従
っ

て
よ
い
が 、
問
題
の
部
分
の
「
看」
字
に
つ
い
て
は

こ
れ
を
「
者」
字
と
すべ
き
で
あ
る 。
「
看」
字
は
古
体
で
は
「
看」
字
と

なっ
て
い
て 、
上
の
「ノ」
を
落
せ
ば
容
易
に
「
者」
字
と
な
る
恐
れ
が
あ

る
も
の
で
あ
る 。

同

「
知」
を
「
治」
の
意
義
に
用
い
た
記
中
の
用
字
例
及
び
宣
命・
祝
詞

の
用
字
例
を
調
査
し 、
そ
れ
を
極
め
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る 。

(瑚官側
mh畑

作除)i出
会 | 知
三三 | 所
75% i 知

。 1 2
1所

o 1行
|所知
知

o I行| 知_0_1一 食-
J三空互|

。

b 
.ä 

命一5(同)一却(附) 一
o一

o一
o一
1一
0

7一

間一
1一3(附)一白(断)一
o一
1一
1一
2一
o

Z

T
故各随依賜之命-
一Z
Z中 、
速須佐之
甲Zi--:壮一
一~七)
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祝以
上
に
よ
る
と
「
所
知
看」
と
熱
し
た
用
例
は
右*
に
た
だ一
ケ
所
表
わ

れ
る 。
し
か
し
「
知
看」
と
熟
し
た
用
例
は
問
題
の
箇
所一
ケ
所
以
外
は
皆

無
で
あ
る 。
「
所
知
看」
の
「
看」
字
は
真
福
寺
本
の
み
「
看」
字
で
以
下

の
写
本
類
(
前
表)
は
す
べ
て「
者」 、
延
佳
に
至
っ

て
こ
れ
を
「
看」
字
と

し 、
記
伝
も
こ
れ
に
従っ
た(尻
町一一町一一一団)。
「
所
知
看」
に
つ
い
て
は 、
土

マ
ガヅ
ヒJ

7

0

0

井
博
士
が
(
前
掲
論
文)
禍
津
日
神
の
生
れ
ま
せ
る一
段
の
み
「
所
成
坐」

な
る
異
例
の
用
字
法
を
用
い
た
こ
と
に
特
殊
な
意
味
を
認
め
よ
う
と
さ
れ
る

と
同
様
な
理
由
で 、
天
孫
降
臨
の
段
の
伏
線
と
し
て
最
も
重
要
な
此
三
神
分

治
の
段
に
も
異
例
の
用
字
法
を
用
い
た
の
だ
と
考
え ‘
真
福
寺
本
の
旧
に
復

し
た
延
佳
の
態
度
を
固定
認
し
よ
う
と
思
う 。
そ
れ
で
は
「
知
看」
も
同
じ
く

一
回
だ
け
だ
が
特
殊
な
用
字
法
で
は
な
い
か
と
い
う
反
論
も
成
り
立
つ
で
あ

ろ
う 。

以
下
に
そ
の
然
ら 。さ
る
こ
と
を
論
定
す
る 。
な
お 、
こ
の
調
査
の
範

囲
に
関
す
る
限
り 、

古
事
記
と
宣
命
の
用
字
法
は
非
常
に
近
く
「
知」
の
単

独
用
法
は
宣
命
に
お
い
て
も
天
武
(

伊4鞠情説) 、
聖
武(
間) 、
天
孫
の
降

臨
を
伝
え
た
も
の
(
聖
武
刷 、
孝
謙
凶
凶)
で
古
き
を
思
わ
ぜ 、
祝
詞
の

一
例
は
竜
田
風
神
祭
に
表
わ
れ 、
天
武
紀
に
竜
田
風
神
を
祭
る
記
事
が
見
え

て
こ
れ
も
古
き
を
恩
わ
せ
る 。
「
所
知」
こ
れ
に
つ
ぎ 、
祝
詞
の
「
所
知
食」

は
新
し
い
用
字
法
で
あ
ら
と
い
え
よ
う 。
「
知」
は
倭
訓
突
に
「
唐
警
に

知ニ
国
事-
な
ど
早え
た
り」
と
らっ
て
「
治」
と
同
義
の
漢
文
と
し
て
の
正



変体漢文の一周字法

し
い
用
法
で
あ
る 。

例。
問
題
の
箇
所
を
「
者」
字
と
し
て
今一
度
例
文
四
を
見
直
す
と 。

A

-----Ill1
1111I

B

I-­

詔
太
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穏
耳
命 、
今
平
詑
葦
原
中
国
之
白 、
故
随

||11111
1-。

言
依
賜
降
坐
而
知
者。
ハ
爾:・〉

A
B
両
句
は
九
字
ず
つ
の
対
句
を
な
し
「訪問・:」
者
の
呼
応
の
形
も
全
く
序

文
剖一一一
と
等
し
い
こ
と
が
わ
か
る 。

(円九九
第一
一尚一肺門
片山一ぃ一一一山
一以
内
沼町一日

制問)
福
田
良
輔
氏
は
「
古
事
記
表
記
の
不
統一
」
に
つ
い
て」

(崎軟
禁干闘

訓肝
一躍一)

と
い
ろ
論
文
の
中
に 、
表
記
面
の
不
統一
を
招
い
た
原
因
。一
っ

と
し
て 、
漢
文
の
句
法・
修
辞
法
の
影
響
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ 、
景
行
記

日
本
武
尊
の
条
の
左
の一
文
を
あ
げ

A

lli--Ill111
111li--

B

illi--11111}

il
ll

 

自
其
入
幸 、
悉
言
向
荒
天
琉
娘
夷
等 、
亦
平
和
山
河
荒
神
等
而 、
遼
よ

幸
時
(
中、
五
十
一、
ウ)

右
に
お
い
て
A
B
両
句
が
九
字
ず
つ
の
対
句
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
注
意
さ

れ
た
が 、
そ
の
場
合と
等
し

い
句
法
で
あ
る 。
後
の

物だ
が
「
作
文
大
体」

の
「
雑
筆
大
体」
の
項
に
「
長
句

話一時前一
混同一肘
一楚一」
と
あ
る
の
も
参
考

に
な
る 。
以
上
の
よ
ろ
に
見
れ
ば
「
知」
で
切
れ
る
の
で
「
知
看」
と
熟
さ

な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う 。

付
こ
の
種
の
者
字
の
原
義
は
誇
己
辞
で
あっ
て
特
に
劉
武仲
の
「
助
辞
弁

略」
(
巻
三)
の
説
が
よ
く
あ
て
は
ま
る 。
即
ち

0

・

「
叉
論
語 、
君
日
告
夫=一
子
者、
佐
伝
隠
公
五
年 、
公
将一一
如
uv
裳
観
三智一

者、
比
者
字
語
己
辞
也。
叉
唐
人
疏
伏 、
凡
引ニ
勅
旨-
詑
則
以ニ
者
字一
足

レ
之 、
韓
退
之 、
論下
変二
塩
法一
事
宣よ
状 、
布
十本
勅 、
将レ
変ニ
塩
法引
事
実

貴二
精
詳→
笠v
令下
匡
等
各
陳-一
利
害
可
否一
間
奏上
者、
陸
宣
公 、
収一一
河

中一
後
請ν
罷レ
兵
状 、
昨
日
欽
激
車中
宣
旨 、
一ホ下
宮町
同胞
海
域
等
奏
平ニ
懐
光→

収ニ
河
東一
扶よ
兼
令下
医
古問中
量
須
去
作 、
何
処
置 、
令下
欽
欲
奏
来よ
者、
此

者
字
亦
語
己
辞 、
当
時
体
例
如ν
比 、
宋
人
亦
多
用=
比
式
己
(
努
凱
点
筆

者)
右
は
安
藤
正
次
氏
が
「
万
葉
人
の
用
字
意
識
か
ら
見
た
者
字
の一
考
察」

(

払〕d…舵古)
に
於
て

不
言
問
木
紳問
妹
与
兄
有一式
乎
直
独
子
商
有
之
苦
者
ハ
券
六 、
一
O
O
七)

秋
芽
之
落
乃
乱
繭
呼
立
市
鳴
奈
流
鹿
之
音
諮
者
(
巻
入 、
一
五
五
O)

右
の
よ
う
な
「
者」
字
は
従
来
「
サ」
の
音
仮
名
と
し
て
疑
わ
れ
な
か
っ

た

が
こ
れ
ら
は
漢
文
の
助
辞
「
者」
の
誇
己
辞
と
し
て
の
用
法
に
属
す
と
さ
れ

王
引
之
の
経
伝
釈
詞
に
「
者
猶レ
也
也」
と
る
る
の
と
共
に
引
か
れ
た
も
の
で

あっ
た 。

的
こ
の
種
の
「
者」
字
は 、
早
く

推
古
朝
遺
文
に
見
え 、
日
本
書
紀・
万

葉
集
の
註 、
風
土
記 、
E
倉
院
文
書
等
に
も
表
わ
れ
て
い
て 、
そ
の
源
は
六

朝
か
ら
麿
に
か
け
て
の
官
符
の
通
行
文
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
今
そ
の
例

の
代
表
的
な
も
の
の
み一
部
を
掲
げ
る 。

(
例
五)
大
和
法
隆
寺
薬
師
造
像
記(縫古天白量五年
83

池
辺
大
宮
治=
天
下一
天
皇 、
大
御
身
労
賜
時 、
歳
次
丙
午
年
召ヨ
於
大
王

。
。
。

天
皇
与ニ
太
子一
古川
誓
願
賜 、
我
大
御
病
太
平
欲
坐
故 、
将ニ
造レ
寺
葵
師
像

0

・

作
仕
事品一
認 、
然
当
時
崩
賜
不レ
猛
者、
小
治
国
大
宮
治ニ
天
下-
大
王
天
皇

及
東
宮
聖
玉
大
命
受
賜
而
歳
次
了
卯
年
仕
奉
・

(
例
六)
上
官
聖
徳
法
王
帝
説

了
未
年
六
七
月 、
蘇
我
馬
子
宿
禰
大
臣 、
伐一一
物
部
守
屋
大
連引
時
大
臣
寧

。
。

士 、
不レ
殻
而
退 、
故
則
上
宮
王
挙二
四
玉
像-
建一一
軍
士
前一
誓
云 、
若
得

オンaq，n=

レ
亡ニ
比
大
連→
悲=
為
四
玉一
造レ
寺
尊
重
供
養
老 、
却
軍
士
得レ
勝
取ニ
大

連一
詑 、
依レ
比
即
進一一
難
波
四
天
王
寺-

(

例

七
)

金

石

奉

線
七
十
四
、

唐
ノ
部
〔
広
池
氏
「
漢
文
典
」

所
引
)

Z

十
四
ノ
ニ
五
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牒 、
上
件
地
及
礎 、
被レ
符
奉レ
教 、
前
件
地
及
碓 、
寺
廃
之
日 、
国
司
取

ペ
シ

三

以
置ν
在
寺
今
既
立 、
地
ヰ寸
宜ニ
裁
選
主寸
者、
以レ
状
録 、
牒
任
即
准レ
教 、

葉 、

薬
会
二
月
二
十
七
日 、
史
張
徳
威
(
間

設

点聾鰐謀略)

(
例
入)
日
本
書
紀
(
絞
靖)

。

於ν
是
神
入
井
耳
命 、
態
然
自
服 、
譲-一
於
神
浮
名
川
耳
尊一
日 、
吾
是
乃

兄 、
而
惰
弱
不レ
能レ
致レ
果 、
今
汝
特
挺
神
武 、
自
詠三児
悪→
宜
哉
乎 、

汝
之
光一一
臨
天
位一
以
承ニ
皇
組
之
業引
五口
当下
為ニ
汝
翰一
之
奉中
典
神
祇よ
者

是
即
多
匡
之
始
租
也

ハ
例
九)
万
葉
集
左
註
(
巻
八 、
一
六
五
七)

•

 

右
酒
者
官
禁
制
恥
京
中
間
里
不レ
得ニ
集
宴一
但
毅
毅一
二
欽
楽
聴
許
者、

縁レ
此
和
人
作ニ
比
発
句一
駕

(
例一
O)
風
土
記
ハ
常
陸 、

行
方
郡)

古
伝
目 、
大
足
日
子
天
皇
登
坐一一
下
総
国
印
波
鳥
見
丘一
期由
連
逢
望 、
顧レ
東

。

而
勅=
侍
医-
目 、
海
即車円
波
浩

行、
陸
是
丹
霞
空
隊 、
国
在ニ
其
中→
朕
目・

所レ
見
者、
時
人'由レ
是
誇ニ
之
霞
郷一

ハ
例一
一)
正
倉
院
茎品目(
一話一
林
胎

町路
一〈
紙

諮
問一)

大
浦
誠
恐
誠
憧
謹
啓

応ニ
進
上一
物
事

右 、
前
蒙一一
恩
沢一
延
期
巳
詑 、
然
為レ
進二
件
物叶
遣ニ
因
播
使→
今
以
消
息

。

且
到
来 、
語
云
依レ
検一一
一校
官
物一
相ニ
送
長
官→
入ニ
奥
郡引
の
少
々
在レ
物
不

堪=
取
備→
但
息
室 、
九
月
中
旬
応二
進
上→
の
旦
消
息
告
上
者、
今
期
限

巳
過 、
再
言
欲ν
加 、
然
不レ
在ニ
比
物一
之
外 、
更
無-一一進
由→
(
下
略)

宝
字
二
年
九
月
四
日
大
津
大
滞
状

謹
上

東
大
寺
貴
人
殿
人

(
例
一
二)
同(
一当
牌

一戎
時
y

一幹

笠松)

。

以
前
得ニ
大
僧
都
良
弁
法
師
去
正
月
品川
臼
状一一京 、
上
件
米
由問 、
迄ニ
於
今

日
二
併 、
来レ
到 、
業=
申
寮
家一
之 、
依レ
員
欲レ
請
者、
勘
録
如レ
件

例

訓
法
と
し
て
は 、
後
世
こ
の
種
の
「
者」
字
に
つアヘ
リ」

「
テヘ
レ

パ」
の
訓
あ
る
を
考
え 、
且
つ
宣
命
と
訓
点
語
に
お
け
る
引
用
文
の
結
構
と

呼
応
と
を
考
え

Juveマkdv，hy

LFJ
リタマヘ
，

詔
「
j
i---
:」

者

と
訓
む
べ
き
で
あ
る 。

こ
の
引
用
文
に
お
け
る
補
読
部
と
反
覆
の
形
式
に
関
す
る
本
居
宣
長
の
古

代
文
格
論(

誕浅
か
1)
は
正
し
く 、

特
に
春
日

政
治
博
士
(
恥
腕
政
府一
耕
一地桃
野

球一」)
の
引
用
部
分
の
副
格
説 、
敬
譲
誇
と
時
の
呼
応 、
助
動
詞「
リ」
の
存

在
態
説
は
注
目
すべ
く 、
『
存
在
助
動
詞
「
リ」
の
グ
形
は
「
ラ
ク」
の
形

と
呼
応
す
る』
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
は 、
下
の
「
者」
字
の
後
世
の
訓
と

照
し
て
こ
の
訓
み
方
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
あ
る 。
(四
輪一[
翫
一位〈純
一諸肌仰

と

「
?

と

形
が
表
わ
れ、

紀
中
に
も

白
都
良
久
三

字
以
音

lよ

・
十
九
・

ウ

!
と
あ
る
v

呼
応
の
J

形
と
し
て
は
宣
命
の
諮
問
解
番
号
三

十
肉
、

四
十、

四
十
五
等
に
注
窓
ず
べ

き
用
例
が
見
え
る

」

筆
者
安
万
侶
が 、
記
中
た
だ一
ケ
所
に
こ
の
用
字
法
を
用
い
た
の
は 、
序

中
の
「
者」
字
と
呼
応
す
る
よ
う
で
意
味
深
い
も
の
を
覚
え
る 。

(結

舘協
同

綜

布
陣
到

議

品
目
「

誤
脱)

以
上
に
よ
り
次
の
ご
点
が
明
か
に
なっ
た
と
思
う 。

川
「
者」
字
の
原
義
は
語
己
辞
で
あ
り 、
上
代
に
お
い
て
は「
ト
イヘ
リ」

(時
M
h
一ぶ叫叫ん
引日開一明日)
と
「
リ」

形
を
取っ
て
訓
み
切
る
の
が
正
し

い 。

聞
こ
の
種
の
「
者」
字
は
漢
文
と
し
て
も
正
し

い
用
法
だ
が
広
く

上
代
の

普
通
文
に
行
わ
れ 、
後
世
「
テヘ
リ」
「
テヘ
レ 守
こ
の
源
流
を
な
す
も
の

で
あ
る 。
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誇
己
辞
と
し
て
の
「
者」
字
に
平
安
時
品川
「
テ
ヘ
リ」
の
訓
が
あっ
た
こ

と
は
院
政
期
に
成っ
た
と
さ
れ
る
色
葉
字
類
抄
に「
者
テ
ヘ
リ

章
也
反」
(
前

dag-aEE。

田
本)
と
あ
る
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る 。
そ
し
て
「
テ
ヘ
レ
メ」
と
い
ろ

形
が

そ
れ
か
ら
生
れ 、
そ
れ
が
詑ワ
て
「
テ
イ
レ
メ」
と
なっ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

も
容
易
に
准
察
さ
れ
る 。

し
か
し 、
そ
れ
が
ど
う
し
て
句
頭
に
立っ
て
接
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
なっ
た
か 、
そ
の
よ
う
な
用
法
を
生
じ
た
時
期
如
何
と
い
う
問
題
に

な
る
と 、
布
施
秀
治
氏
の
言
わ
れ
た
知
く

従
来
拠
る
べ
き
説
が
乏
し

い
の
で

あ
る 。
以
下
右
二
点
に
つ
い
て
管
見
を
述
べ
て
み
よ
う 。

テヘ
"ν

テヘレバ

(一
〉
「
者」
↓

「
者」
の
語
性
転
移
に
つ
い
て 。

的

国
語
の
本
性
か
ら
見
た
考
察

先
ず
「
テ
ヘ
リ」
「
テ
ヘ
レ
パ」
は
「
者」
字
が
宛
て
て
は
あ
る
が
根
本

は
国
語
で
あ
る
こ
と
を
忘
る
べ
き
で
は
な
い 。

「
ト
イ
フ」
は
所
謂
約
音
の
形
と
し
て
万
葉
集
に
「
ト
ブ」
又
は
「
チ
フ」

の
仮
名
書
き
が
表
わ
れ
て
い
る
が 、
平
安
朝
に
入
る
と
「
テ
フ」
と
な
り 、

更
に
次
の
よ
う
な
注
意
す
べ
き
用
例
が
静
香
に
採
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見

る 。

'1111t
O

 

O
わ
れ
の
み
や
子
も
た
る
て
へ
ば
高
砂
の
尾
上
に
立
て
る
松
も
子
持
た
P

「
拾
遺
集、

雑
賀

「
言
泉
」

「
大
J

f
言
海
」

「
国
語
大
辞
典
-

所
引
」

1111l
。

O
恋
て
へ
ば
知
ら
ぬ
道
に
も
あ
ら
な
く
に
慢
し
〈
惑
hr
わ
が
心
か
な
(~
訴し
b
r
略)

O
今
夏
に
訪
ふ
べ
き
人
も
お
も
ほ
え
ず
や
へ
む
ぐ
ら
し
て
か
ど
さ
せ
p
吋
べ

「
古
今
集、

雑
下
「
大
言
海
」
J

f
「
国
語
大
辞
典
」

所
引

」

平
安
中
期
の
歌
語
に
「
テ
ヘ
」
「
テ
ヘ
バ」
の
形
が
表
わ
れ
て
い
る
の
は

注
意
すべ
く 、
「
ト
イ
へ
り」

が
「
テ
ヘ
リL
に
なヮ
た
と
す
れ
ば
「
ト
イ

ヘ
レ
パ
」
か
ら
「
テ
ヘ
レ
パ」
が
出
て
き
て
も
不
自
然
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る 。一元
来 、
国
語
に
お
け
る
結
尾
辞
は 、
そ
れ
が
承
前
の
語
性
を
持
っ
と
き
自

然
に
次
句
の
冒
頭
に
立っ
て
接
続
詞
的
な
性
絡
を
帯
び
易
い
も
の
で
あ
る 。

現
代
語
で
も
「
そ
れ
は
そ
う
だ 。
だ
が:::」
と
い
う
よ
う
に
な
る 。
「
然

り」
か
ら
「J
然
れ
ば」
が
出
て
く
る
の
も
こ
う
し
た
心
理
で
あ
る 。
「
ト
イ

ヘ
リ」

が
「
ト
イ
ヘ
レ
メ」
と
な
る
の
も
「
ト」

が
承
前
の
語
性
を
持
つ
が

放
に
自
然
な
の
で
あ
る 。
と
す
れ
ば
「
テヘ
リ」
か
ら
「
テヘ
レ
バ」
が
表

わ
れ
て
来
て 、
そ
れ
が
句
頭
に
立
つ
よ
う
に
な
る
の
も 、
国
語
と
し
て
は
思

想
関
展
の
自
然
な
推
移
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
ろ
か 。
「
者」
字
は
借
り

た
も
の
で
あ
り 、
国
語
が
先
で
あっ
て 、
す
で
に
「
テ
へ
レ
パ」
が
前
述
の

如
き
性
絡
を
衛
び
て
く

れ
ば
「
者」
字
は
句
頭
に
立
ち
得
る
傾
向
を
持ヮ
て

く
る
よ
ろ
に
考
え
ら
れ
る 。

MW
漢
字
と
し
て
の
「
者」
字
の
性
格

漢
字
と
し
て
の
「
者」
字
は
誇
己評
と
し
て
借
り
用
い
ら
れ
た
が 、
そ
の

他
に
「モ
ノ」
叉
は
「コ
ト」
の
義
と
し
て
体
言
に
借
り
用
い
ら
れ 、
更
に

所
語
係
助
詞
「ハ
」
と
し
て
主
絡
を
示
?
に
代
用
さ
れ 、
「ニ
ハ」
「
ヲ
パ」

「
テハ」
「
ト
ハ」
の
よ
う
に
複
合
助
詞
を
も
表
わ
し
た 。
就
中
注
意
す
べ

き
は
接
続
助
詞
「パ」
に
借
り
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る 。

三
矢

裏俗
博
士
は
「
古
事
記
に
於
け
る
特
殊
な
る
訓
法
の

廷と(
議

室

軌)
に

。

「き
て
比
の
如
く
『パ』
と
係
る
漢
文
は 、
通
常
刻
字
を
用
う
る
が
定
な

る
に 、
記
中
に一
の
『
則』
だ
に
な
き
は
怪
し
き
よ
う
に
て
実
は
怪
し
か

ら
ず 。
何
と
な
ら
ば
国
語
の
『パ』
は
上
の
語
に
つ
〈
に 、
漢
文
の『
則』

は
下
勾
の
上
に
添へ
る
副
調
九な
れ
ば 、
意
義
は
同
じ
く
て
も
語
の
形
式
に
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は
大
に
懸
隔
あ
れ
ば
、

向
じ
く
は
上
匂
に
添
へ

る
『
者
』

字
を
用
う
る
方

親
し
き
と
L
ち
せ
ら
る
ベ

け
れ
ば
な
P

令
レ
祭
ν
吾
者 、

昨
立
平
尖
(
崇
抽一
円相
七
年}

令レ
祭一一
我
山御
前一
和 、
神
気
不レ
超
国
安
平(
鵬

一務
鯨)

を
比
べ

見
る
時
は
自
ら
納
得
せ
ら
る
べ

し
、

か

く

て
『
者
』

は
『
ハ
』

『
パ
』

と
訓
じ
、

仮
名
と
同
様
に
用
ゐ
ら
る
』
に
至
れ
る
な
習
』

(
努
点

筆
者
)

と
述
べ
ら
れ
た 。
即
ち
「
者」
字
は
「
則」
字
に
近
く
用
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
あ
る 。
釈
大
典
の
「
文
語
解」
(
巻
五 、
二一
十
六
丁)

Z
A
H

ZY
管

バ
|
シ

，
ト

楚
世

νバ
|

「
O
勿レ
己
考
朋
其
可
乎

子
不レ
殺
者
為ニ
楚
国
患一

家
、

秋
霜
降
者
草

花
市町
水一
払
臨
劃
万
物
仇
一時
新、
自民
武
安一
候
'L
劃
族
近
付
安、
恥
中山
一剖
太

上
自由
恥壊
町
一問問 、
田
弘ん
だ
劃玉
一何
者
一組
一協
力七

回
抽出
三
骨川
乱rhιT

Z
ご
示、

ま-一若
阜
県-
F
F
Zr-一
丸問U
L

儲
数

数
論

家
/
文-一
コ
ノ
法
多
シ、
ナ
ラ
パ
ト
訳
メ
ヨ
ク
通
ズ、
O
何
者、
不
者、

=
ト
少
しV

パ

hv
d

ス
ル
ヨ
Lr

然
者
ノ
瀕
モ
則
ノ
字
ア
用
ル
ニ
近
シ、
何
者
功
多
秦
不レ
能二
尽
封-

因
似
ν
法
詠
ν
之
糊
羽
シ

勺
都
市博
明
之
取
ν
九
羽小

岩
下
手一
久
島一

子
也
市一
一時

札
ず

彩色町
内一九
品
目釘
也
閥、

会主
徒

Fm

JWJ一
天
道一

一昨命

郡山

一生

歯品目
精
行
ノ
字
ナ
ロ」

と
あ
る 。

東
鑑
に
お
い
て
も
例一
の
後
の
「
者」
の
如
く
「
者
則」
と
熱
し
て
い

る
用
法
も
多
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
る 。

。

。

内
イ
セキ

イマ

ハaケテ

ガ

ヲ

ap
afタヲカ

テ4・vパ

チ

ハ
例
一
三)

「
合i
戦、
敗l
績
之!
今、
恥二
重
国
心l
中-
不レ
来
歎」
者
1
則

ぷン
郎
従
等
於
抗
日刊一
鉱山
民l
目的引
詰
(
←一.一
に)

。
。

(
例
一

四
)

対
、

匡
関
、
「
人
生-一

天
地
引

以
ν

学
為
レ

先
、

所
下

以
本
徳
之

。
。

后 、
商
二
色
図-
以
学、
星
精
之
帝
、

袋
二
鳥
跡-
以
習上」
然
則
学
是
修
徳

之
端 、

習
亦
立
レ
身
之
要
ハ
下
略)
(
恥
暗
闇

控胃)

右
の
ご
例
を
比
べ
て
見
る
と
「
者」
字
が
「
則」
字
に
近
く
な
れ
ば 、
下
旬

の
句
頭
に
立
つ
性
絡
を
帯
び
て
来
易い
こ
と
が
想
見
で
き
よ
う 。
そ
し
て
叉

「
者」
と
「
然」
字
と
も
相
近
い
意
に
な
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る 。

(
二)

「
テヘ
レ
パ」
「
テヘ
レ
パ」
成
立
の
時
期
に
つ
い
て 。

本
居
宣
長
が
「
比
者
字
を
中
ご
る
よ
り
下
の
語
の
か
し
ら
につ
け
て
叫
て

へ
れ
ば一式
々
と
よ
み
な
ら
へ
る
は
ひ
が
ご
と
也」
と
い
わ
れ
た
の
が
従
来
の

諸
説
の
う
ち
で
は 、
句
頭
に
立
つ
「
テヘ
レ
パ」
の
成
立
時
期
を
示
し
た
唯

一
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い 。

し
か
し

何
に
拠
ワ

℃
そ
ろ

い
わ
れ
た
の
か
今
知
る
よ
し
も
な
い
の
は
残
念

で
あ
る 。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う 。

ω

和
様
消
息
文
体
の
成
立
と
「
者」
字

上
代
の
正
式
な
香
簡
は 、
藤
井
高
備
が
「
あ
が
り
た
る
世
の
消
息
文
は 、

み
な
ひ
た
ぶ
る
に
か
ら
ぶ
み
に
て
ぞ
書
き
た
り
け
む」
(「
消
息
文
例
b
と

い
っ
た
よ
う
に 、
純
粋
漢
文
の
尺
臨
体
で
あっ
た
よ
う
で
あ
る 。
そ
れ
は
万

葉
集
巻
五
に
散
見
す
る
書
札
を
見
て
も
そ
の一
斑
が
案
せ
ら
れ
る 。
こ
れ
ら

は
大
唐
の

董懐(
忌花
開制
点
詮崎北)
「
社
家
立
芭
(
諸
説側
諸
艇
長

一位←4鯛問
視一一
一認ナ細細凱冊) 、
王
右
軍
の
「
十
七
帖」
(柑

佳品将一
一同」問

う)
等
に
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が 、
用
語
と
し
て
こ
の
種
の
「
者」
字
は

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い 。
平
安
朝
に
入
ワ

て
も
前
期
字
多
帝
に
至
る
百
余

年
の
聞
は
漢
詩
文
盛
行
の
時
代
で
あ
り 、

制
度
文
物
す
べ
て
唐
風
を
範
と
し

た
と
い
わ
れ
る
が 、
嵯
峨
帝
の
震
翰
空
海
の
風
信
帖
等
に
見
ら
れ
る
書
札
は

や
は
り
純
納付
の
唐
様
で
あ
り 、
こ
の
種
の
「
者」
字
は
見
受
け
ら
れ
な
い 。
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し
か
し
な
が
ら
上
代
に
お
い
て
も 、
一
方
に
前
章
叫
に
掲
げ
た
例一
一
・

一一一
の
如
き
様
式
が 、
会
文
書
で
は
あ
る
が
書
札
の
形
で
行
わ
れ 、
そ
れ
ら

に
は
こ
の
種
の
「
者」
字
が
用
い
ら
わ
て
い
る 。
こ
の
種
の
「
者」
字
は
平

安
朝
に
入
っ

て
も
官
符
文
に
は
引
続
き
用
い
ら
れ
符
宣
抄
な
ど
に
頻
出
す

る 。
こ
れ
が
平
安
朝
も
中
期
に
ス
る
と
男
子
の
私
的
な
消
息
文
に
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る 。

(例一
五)
道風(儲)
謹言 、
従ニ去
月-重病争提歎待 、
経=数日引甚以

危盗 、
不レ覚二他事→
日夜歎悲待 、
昨今頗似レ散-一病気→
かLれと

猶無ν頼 、
平損かたくが侍る 、
辱-在日一
恩問
二世慰-一
愁勝
二時自以

啓 、
恐々
公UK
謹言

即日内蔵施一鼠了
道風(制)
扶

世間はかな支乎承侍るまいて極老身暁タいとあやしくと
衣
(位

舵)侍れ(崎
誠一社私
一部賭唯
一3r所)

ハ例一
六)
佐理(舗)
謹言 、頭弁昨日参レ宮之自伝承侍 、気色如何 、不

審々
。々
佐理(綿)
申請唯一事 、
被レ附ニ彼貫主一了云々
、

而昨徒一一或人

許一止問 、
未レ逮ニ天聴一
者 、
大所一一欝脊一
也 、
比事本意只遂ニ奏聞→為

レ備ニ後生之弁一也 、
中間又被ニ抑留叶
為レ之如何々
々 、
誇在一一参入

之
次→佐理(舗)
議言

三
月九日
格太夫佐理(僻)
(

缶詰…
醐一
一噌
棚
知
子
山一
時
付
一昨
一期
r)

小
野
道
風
(
蹴
併

一量一

綴 t)
は
筆
の
孫 。
コ
石田
の一
人
で
官
は
正
四
位
下

内
蔵
頭
に
至
っ

た 。
所
謂
和
様
書
道一
柑
酔
剖)
を
成
立
さ
せ
た
人
と
い
わ
れ

る 。
こ・の
消
息
は
晩
年
の
も
の
で 、
老
後
衰
残
の
身
を
嘆
き 、
見
舞
を
謝
し

た一
文
と
解
さ
れ
る
が 、
文
体
も一
関
る
和
様
で 、
「
侍」
な
ど
が
表
わ
わ 、

特
に
「
者」
字
が
単
独
で
前
述
の
「
則い
字
に
近
く
用
い
ら
れ
て
い
る 。
藤

原
佐
理(
怒一

群

縫)
は
笑
顔
の
孫
で
能
筆
の
誉
高
く 、
行
成(
議
院

芝

府)

と
と
も
に
大
鏡
に
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る 。
本
書
状
は
頭
弁
帖
と
称
さ
れ

る
も
の
で
権
太
夫
と
あ
り 、

正
暦
三
年ハ由由N)
に
皇
后
宮
様
太
夫
に
補
さ
れ

て
い
る
か
ら
晩
年
の
も
の 、
文
意
は
官
途
の
款
奏
を
抑
留
せ
ら
れ
た
こ
と
を

愁
訴
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る 。
「
者」
字
は
上
の
「血
己
字
と
呼
応
し 、
コ

ロ
タ
イ
プ
版
で
は
墨
色
薄
れ 、
次
の
「
太」
字
か
ら
基
つ
ぎ
し
て
警
か
れ
て

い
る 。
文
体
は
や
は
り
和
様
で
同
じ
く
「
侍」
が
見
え
る
点
注
意
さ
れ
る 。

吉
沢
博
士
の一
文ヘ
ト

担笥)
は 、
高
松
宮
家
蔵
行
成
筆
白
詩
巻
ゆ
識
語

寛仁二
年八
月廿一
日書之 、
以ニ経師筆引
点画失レ所レ来者 、
不可

笑・・・・・・

の
誤
読
訂
正
か
ら
初
ま
り 、

「『者』といふ
字は淡文に於いても助辞に用ひられてゐるが 、
そ

の用法は私の所謂東鑑式国交にも踏製されてゐる
のである 。
な

ほ
東鑑式国交が
仮名交り
文になってもそ
の用法は残って 、
口語

文から発達した
仮名交P文
》漆異なる一
種の文体を形成してし

aる」
と
し
て 、
三
浦
浄
心(
献
胤
明年HgH)
の
北
条
五
代
記(
畑
一一
郎
防
恥 か)
を
引
か
れ

「助辞として用ひられた『者』
は 、
トイへ
レパ
と訓ずる
のが
漢

わ掛かか?
?
ゎ…いん
わか静かわいいrわ砂

???(桝)『骨』

はいずれも一
穫の体止
符の如〈用ひられた助辞で 、
多少とも意

味を強調する力となったものであるう
よ

と
い
わ
れ 、
行
成
識
語
の
「
者」
字
も
こ
の
種
の
も
の
で
あ
り 、

道
風
消
息

中
の
そ
れ
も
助
辞
で
あ
る
こ
と
を
申
添
え
た
い
と
述
べ
ら
れ
た 。
吉
沢
博
士

は
こ
れ
ら
の
「
者」
字
は
皆
「
テヘ
レ
パ」
と
訓
ん
で
上
旬
に
添へ
て
考
え

て
居
ら
れ
る
こ
と
は
そ
の
句
読
や
説
明
に
よ
っ

て
察
せ
ら
れ
る 。
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し
か
し
な
が
ら 、
行
成
談
話
中
の
「
者」
字
も
道
風
消
息
中
の
そ
れ
と
と

も
に
「
者」
字
に
「
ト

言
乙
の
原
告哀
を
失
い
「
恥
巴
の
如
き
意
味で

用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い 。
休
止
符
と
見
て
は
句

頭
に
立
つ
用
法
は
考
え
ら
れ
な
い
で
ら
ろ
う 。

こ
れ
ら
男
子
の
手
に
なっ
た
和
様
消
息
文
体
は 、
平
安
末
期
初
頭
に
ス
る

と
藤
原
明
衡(帥酢一」枠
謎白)
に
よ
っ

て
集
成
さ
れ 、
所
謂
「
雲
州
消
息」

(島町耕一哨)
と
な
り
「
往
来
物」
の
濫
筋
を
な
す
の
で
あ
る
が 、
そ
の
中
に
左
の

よ
う
な
用
例
を
見
る 。

ハ例一
七)
上
啓

右久不=参謁引
従ニ公務-之問 、
無-一寸暇-之故也 、
欝憤之腸一
時

。

九麹 、
昨日新少将相談云 、
明後日雲上
人々
己
尋-一花林之下一可

レ成二蹴鞠之興一云々
、

若有-一誘引一一円二相随一
也 、
汝如何者答以下無ニ

此告一之由よ 、貴下定在ニ議中一
欺 、
某誠錐レ無-一蹴鞠之
能→何不レ参ニ

勧酒之役→
抑叉
追従之甚也 、
殊加ニ推挙詞引
恐々
謹言

二
月廿九日

侍従源

・少納言殿
(一一
一薄暗一
空蒜い誠 一泊)

(例一
八)
賀茂祭近々
、

仰昨日参-一斎院二回国一
一向
枚
可=
調宏一
之由

以二女房一
所レ被-一伝仰一
也 、
不レ可レ及ご外開→
為レ思ニ事縁一
密h
所ニ

相一不一也者近来商工等無ニ其暇一云h
以=卑詞一雄=
相
招一
一答
以ニ故

障一敢無-一承引「
一備耽-一回勾都之賂→
更嫁=竜洞之貧引
其現可レ然 、
期

日巳近 、
後素之態殆可ニ閥怠→
絵師菜 、
候=殿下一
者也 、
免=l給

一
日之暇一
乎 、
一
事尤要l須也 、
在垂=恩容一不宣謹言

四
月
日

兵庫頭宮道

駿河前司殿
(同・七オ|七
三

類
従
本
は
返
点
あ
る
も
句
読
送
仮
名
な
く

「
者」
字
の
訓
と
上
下
の
切
れ
目

は
不
明
で
あ
る
が 、
川
瀬一
一馬
博
士
蔵
康
E
三
年
0
8
3
写
本
に
よ
る
と

例一
入
に
は
「
所
相一応
也
色
の
附
訓
あ
り 、

博
士
の
校
合
さ
れ
た
緒
熊
信

男氏蔵本(鰐刷
協脚本)に

と戸の
附訓があり

ン71

例一
七
に
は
康
正
本
に
「
汝
如
何
者」
猪
熊
本
に
は
「
汝
如
何
者
」
の

イ4aン

附訓がある 。

こ
れ
ら
を
見
る
と 、
康
正
本
の
訓
は
両
様
で
あ
る
が
猪
熊
本
で
は
明
瞭
に

つア
イ
レ
パ」
と
訓
み 、
下
文
の
匂
頭
に
つ
け
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る 。

テイhvパ

例一
七
は
東
鑑
例一
の
「
如
何 。
者」
を
参
照
すべ
く 、

例一
八
は
「
也」

0

・

字
で
上
文
が
切
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る 。
前
の
は
「
云:;:
者」
の
呼
応
の

例 、
後
の
は
「
者」
字
単
独
の
用
例
で
あ
る
が
な
お
「ト一一言フ」
の
原
義
を

失
わ
ず
豆 、
後
文
と
の
連
り
は
文
意
上
逆
接
に
なっ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
点
注
意
さ
れ
る 。

MW

日
記
・

記
録
文
体に
現
れ
た
「
者」
字

(例一
九)
十九日 、
戊氏 、
候-一内宿問→
丑時許 、
従レ家有レ書 、
関

見 、
只今有
量争
(
勤時
認
虐
匂)

(例ニO)
七日 、
乙
酉 、
参内 、
警=右伎座円
以=右大弁行成朝臣叶

0

・

。

奏云 、
左右白馬可レ覧由 、
先日誇卿定申 、
依ν仰欺者 、
被レ仰云 、

早召者 、
召ニ大外記善守一可レ召コ御馬三 一
由仰了

恥下略) e(
訊・MM)

(例一一一)
仇鞠不足之向 、
挙大兄之介 、
其状云 、
雷電 、
起響 、

-

m円

ム

是由風雨之助 、
鴻鵠凌雲 、
只
資
羽
開閉
之
用也 、
羨被ムロ力 、
鎮将

門之乱悪 、
然則 、
園内之眠軒 、
自停上下之動必鎮者彼介良兼朝医

問時一切T
ハ中略)
引紘一町田町、
忠一叫相待、
ιペ
(砧唯
一礎…一当時J
F「鞠判

三
オ
lJ

=一
ウ
」

「
者」
字
は
男
子
の
消
息
文
に
用
い
ら
れ
る
と
と
も
に 、
日
記
及
記
録
体
の

文
章
に
表
わ
れ
る 。
右
は
代
表
的
な
も
の
の
片
鱗
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い 。
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変体漢文の一周字法
例一
九
は
明
ら
か
に
誇
己
辞
で
あ
り

例
ニ
O
の
二
つ
の
「
者」
字
は
「一玄」

a7、νe

と
呼
応
し
て
い
る
が
前
の
そ
れ
は
「
者」
と
訓
み
た
い
気
持
が
あ
る 。

将
門
記
は
記
録
体
で
後の
軍
記
物の
先
駆
を
な
す
と
い
わ
れ
る
が
漢
文

風
の
文
飾
が
強
い
よ
う
で
あ
る 。
「
者」
字
に
は
つア
ヘ
リ」
の
附
訓
が

あ
り

他
の
例
も
皆
読
み
切
っ

て
い
て
「
テヘ
レ 守
こ
の
用
例
は
見
出
せ
な

、v付

静
嘉
堂
文
庫
蔵 、
本
朝
文
粋
の
施
点
に
つ
い
て

hT
ス
bq
LV
Lr
zτ

却
ヲ
シ

セ

LY
-
-

-
-
ν
ン

bv
'

(
例
ニ
ニ
)

安

不レ
忘
ν
危・
沈・
虎
視

方
久
治
不
レ
忘
レ
乱・
況・
風
間
己
成・

@

・

・

テイuv

タダ，

者・
昔・
李
将
軍
之
守
レ
辺・
胡
人
不-一
敢・-
南
下一
楊
大
尉
之
在
レ
鎮・
敵
国
亦

ヨ

am
-
-B
ザ

シ
，A

-

m
MV
-
Lr
j
・

-

LY
マ
-

Lr
Lr
j
・
タ
夕
方
イ

以・
子来 ・且 ・響:兵機一旦勤:耕織・一
令コ生民楽ν業死生陛下
戦

(
議蹴
綜
簿一抗
争町)
(側
説明本)

ハ例二三)
(附)
左大臣-b奉勅市山下仰国宰五殺魁帥募以=朱紫之 .ロ回 .

。

・
賜
以
田
地
之
貧・
永
恥
r
子・
孫・
専
之
不
朽上
叉
新

生持
者
随
其
勲・
l・
功

ハ
ン

・

・

6F

ヘ
・
・

タ

ザ
ケ

シ
，F
Z

:

テ

賜
官
爵 ・
者・
諸
国
承
知-
Fb且

行
之
主回
避
迩
令
知
此
由
符
到
奉

行・

(
珂

五一
r

監

箆

探

訪

鶏
銅

器議官薪

警句)

静
嘉門基
蔵
写
本
の
奥
警
に
司
本
云 、
文
永
八
年一一
月
九
日

以
相
州
御
本
書
写

点
校
晶 、
抑
此
御
本
者
最
明
寺
禅
門
之
御
時
仰
故
教
降
真
人
被
点一広
」々

と
あっ
て
原
本
は
文
永
八
年
Q
NH)
時
の
執
権
北
条
時
宗
所
蔵
本
を
写
し

た
の
で
そ
れ
は
父
時
頼
が
清
原
教
隆
に
命
じ
て
加
点
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る 。
教
降
は
清
原
氏
系
図(

鰭
閣議
議
議系)
に
よ
る
と
筑
後

守
仲
隆
の
子
で
大
外
記 、
本
名
仲
光 、
関
東
評
定
衆 、
有
子
孫 、
式
日
作
者

六
人
之
内
随一
也」
と
らっ
て
京
都
か
ら
鎌
倉
に
下
り 、

学
問
を
以
て
幕
府

に
重
用
さ
れ
た
人 、
そ
の
点
符
も
続
々
墨
書
類
従(
括計
い続的一部)
に
収
め
ら

れ
著
名
な
学
者
で
あ
る 。
施
点
は
原
本
を
忠
実
に
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

は
類
従
本
の
点
譜
と一
致
し
そ
の
句
点
逗
点(併止)
も
京
都
大
学
本
清
原
宣

賢
倫
書
点(時
鑓…社
私
一龍

一法注目
一紘一十
日朝)

と一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
知

ら
れ
る 。
旦
そ
の
施
点
の
時
期
が
東
銭
前
三
代
将
軍
誌
の
成
立
年
代(献
献坦

お
議
お
陛
緊
持
容
宮

城V
Z
吟)
と
近
い
こ
と
も
東
一銭
訓
読
の

資
料
と
し
て
重
視
し
て
よ
い
と
恩
わ
れ
る 。
こ
れ
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
単
独

用
法
の
も
呼
応
の
あ
る
の
も
下
の
「
者」
字
は
「
テ
イ
レ
パ」
と
訓
み 、
句

頭
に
立
て
て
い
る
こ
と
は
そ
の
上
に
句
点
が
あ
る
に
よ
っ

て
明
瞭
で
あ
る 。

叉
例
三
二
は
前
中
審
王 、
即
ち
兼
明
親
王(組問一
話dhH占
の
御
作で
あ
る
こ

と
も 、
(一
)
の
仰
に
掲
げ
た
「
テヘ
メ」
の
形
が
出
て
い
る
歌
の
出
典
古
今

六
帖
の
撰
者
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
興
味
が
あ
あ 。

(
保
鞠
が
け一

「
雲
州
往
来」

の
著
者様
際
問
衡J

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
ヤ」

仮
名
文
で
は
平
家
巻
五
伊
豆
院
宣
の一
部
「
務
代
相
伝
の
兵
略
を
継
ぎ 、

累
祖
奉
公
の
忠
勤
を
拍
で
身
を
立
て
家
を
輿
す
ベ
し
て
へ
れ
ば 、
院
宣
か
く

の
如
く 、

のっ
て
執
達
件
の
如
し」

(
お
語

調f
d J
3
川
町」
仙制御

誠
一お

か
鴻
紫
衣
最
も
古
い
で
あ
ろ
う 。

(
お

応酬請

誇家

認諾

銭

前議拐事」)

辞
書
で
は
室
町
末
期
の
進
歩
色
葉
集
で
は
ま
だ
テヘ
リ
勺
あ
り 、
易
林
本

節
用
集
大
広
益
会
玉
篤
に
は
「
テ
イ
レ
パ」
と
なワ
て
い
る 。

||
結

以
上
を
通
観
し
て
考
え
る
に 、
呼
応
の
あ
る
「
者」
字
は
「
テへ
レ
メ」

と
訓
ん
で
も
な
お
王
朝
時
代
で
は
上
旬
に
つ
け
て
考
え
る
の
が
正
し
く 、

単

独
用
法
で
「
言
フ」
の
原
義
を
失
い ，
「
然
則」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
た
も

の
は
す
で
に
平
安
中
期
に
は
下
句
の
句
頭
に
立
て
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
ろ
か 。
以
上
の
よ
う
に
見
れ
ば
宣
長
翁
の
「
中
ご
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d

 

ろ
よ
り」

(僻一一m
一品一
一段
紘一鳩一
郭
d
hト臨時勘明一博之輔岡山碍
おう)
と
言
わ

テA、ive

テイしve

れ
た
の
に
大
体一
致
す
る
こ
と
に
な
る 。
「
者」
が
「
者」
に
な
っ
た
の
は

鎌
倉
室
町
の
交
で
訓
が
固
定
し
た
の
は
室
町
時
代
か
ら
で
あ
ろ
う 。

室
町
時

代
に
は
「
多
く
の
場
合
に 、
語
頭
以
外
に
あ
る
ハ
は
ワ
と
発
音
さ
れ ‘
ヒ
は

ィ 、
フ
は
ウ 、
へ
は
宮 、
ホ
主
唱。
と
なっ
た」
ヘ吋国語科

学講
必」

所収 、

匂

t

f土井忠生博士
「近古の
国

信一)
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る O

R
Z
5
y
gm『巾σ阻
止巾
3σ同

と
なっ
て
e
の
母
韻
が
脱
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。

テ4νe

な
お 、
呼
応
の
あ
る
の
も
単
独
の
も
「
者」
が
句
頭
に
立
っ
て
接
続
詞
の

よ
う
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
固
定
す
る
傾
向
を
助
長
し
た
の
に 、
或い
は
南

嶺
遺
稿
の
説
の
如
き
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い 。
辞
書
に
も
「〔
者
争〕

掛

骨骨
〔
一汗
一昨
ト

骨〕
也
先
答
倒防護回
目

霊唱 し
か
企庁
骨
骨
・守(
咽時
一時館)

と
あ
る
か
ら
で
あ
る 。
遣
唐
史
が
廃
さ
れ
て
後
も 、
宋-一
万・
明
と
の
交
渉

は
絶
え
ず
殊
に
明
と
の
頻
繁
な
私
的
交
渉
の
聞
に
こ
う
し
た
影
響
を
考
え
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
が ‘
こ
の
点
に
関
し
て
は
な
お
研
究
を
要
す
る
の
で
附

記
す
る
に
止
め
る 。

〔
後
託〕

と
の
小
論
は、
「
者」
字
を
中
心
に
し
て
東
鑑
文
体
の
国
語
学
的
研

究
に
一
つ
の
道
を
つ
け
て
見
よ
う
と
し
た
試
論
で
あ
る
。
国
学
の
勃
奥
以
来、

国
語
学
研
究
の
対
象
は
主
と
し
て
歌
文
に
向
け
ら
れ、

明
治
以
後
は
音
声
言

語
の
研
究
を、
手
と
し
て、
一
種
特
有
の
文
語
で
あ
り、
実
用
的
価
値
を
怒
っ
た

長
い
伝
統
と
大
き
な
資
料
を
擁
す
る
記
録
体
言
語
の
国
語
学
的
研
究
は
捨
て

L
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

拠
る
べ
き
業
績
も
殆
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
と

い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る。

古
事
記
序
に
「
因
訓
述
者
詞
不
逮
心
」
と
い
っ

た
が
そ
の
系
統
の
言
語
文
章
の
問
に
国
語
を
発
掘
す
る
仕
事
は
今
後
に
残
さ

れ
て
い
る
。
と
の
拙
論
を
草
す
る
に
当
p、
ζ
の
分
野
に
対
す
る
最
初
の
興
味

を
与
え
て
下
さ
っ
た
恩
師
玉
井
幸
助
博
士、
山
岸
徳
平
先
生、
家
蔵
の
校
本
を

貸
与
さ
れ
た
先
学
川
瀬
一
馬
博
士、

研
究
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
青
嘉
堂
文

庫
主
事
米
山
寅
太
郎
氏、
ま
た
東
京
教
育
大
学
の
中
国
祝
夫
氏
に
深
〈
感
謝

の
意
を
表
す。
ハ
昭
和
二
九
二ハ・
一
三
)

||
東
京
都
立
城
南
高
校
教
諭

||
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